
Bl_odgL.tt型潜在学習に関す る実験的研究※

諏 訪 源 四 郎

問題と実験日的

学習理論vl'関しては,大別して GuthrieのContiguityTheory,Hullの

ReinforcementTheoryと,TblmanのCognition Theoryがあり(9),特に新行

動主義と SigtLIGestalt説 とは,互いにその立場を主張 して現在に至っている

即ち前者は.機械論的連合主義の見解において条件反射的汎化説を提示し,後

者は有摂観的全体主義の巨視的立場をとっている(2)｡ そして前者の論者達は刺

戟反応 (S-R)の結合,連合.習慣.傾向としていろいろ所与する仮説的介在

変数(蜘 theticalinterveningvariables)による学習とし(6),後者は,学習

とはその主題の全体的機能的なものへの知覚の再構成であるとしている(14)｡即

ち口ul1のReiniorcementTheoryから言えは,強化なくしてほ学習があり得

ないとし, ｢有機体の反応は,反応状況から来る外的刺戟と有機体内に生ずる

衝動から出発して,その衝動が満足される迄持続する衝動刺戟によって規定さ

れる｡ しかし外的刺戟 も共に過去に於いて,それらと連合して極めて多くの反

応を再生しようとする傾向を持ち.この様な反応は全体的に実現されるのでほ
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の展開論文である｡

･- 72-



なくして微視的である(5.17)｡Habit(SHR)はその適切な先行経験条件一例えは.:

以前の Reinforcement,目標物の量,報酬の遅延時間一によって導入され る

とし,nabitと他の同じ仮説的介在変数 (need,inhibition寄)間におけ る明白

な附加的関係であるとしている(6)｡しかしTolman(14)は ｢心理生物学的な立場

における重要関係は記号学習であり,学習はか ゝる場における 『記号形態』の

新構成或いは再構成で,記号学習形態とはこれらの場的性質のこれこれの行動.

をすれば,これこれの場の性質に導かれると言 う動物の期 待 (ex阿 tation)

と同義であり,従ってそれは三つの部分,即ち記号,被記号 (significate)及び

記号から被記号に導かれる行動通路から成立する(17)O｣となし,｢環境に対応す

る刺戟の認知形成及び再構成で,SIS塵論からすると Sign-Gestaltex阿 I

tationの認知原理のもとに学習がなされる(14)｡｣ となし,潜在学習,代理性試行

錯誤,刺戟に対する探索,｢仮設｣実験,空間定位実験等(15)により,si酢1-Gestalt

説の正当性を主張 し,学習にとって動機付けの事態とその充足 とは必ずしも必

要でないとしてS-R理論の難点を指摘している｡

本研究に於ては,その中の論争問題としての潜在 学 習 (Ⅰ.atentlearning)

について･特に Blodgett型潜在学習(1,の条件づけの分析的研究をなし論述L ir;

たい｡即ち潜在学習は,Tolmanの言 うHull流の Reinforcementがなくとも ･

signとsignificatesの連続的刺戟の場における学習が形成 され る と し,
丘{

Reinforceme叫 まPerforPanや こおいてその意味があり･ L品rpipgには本質-･=三i ･･-;J t LL+-,ill-̀iJ :tJ :r ` ､ ′ ･11弓苦海! ､,
的に必要ではなく迷路内で ｢あるものからあるものに導 く｣(whatleadsto

whatinmaze)と認知関係を述べている(9)｡そして報酬導入後急激な錯誤減

少をするとし,Bldgettと同様の潜在学習を得(16),いろいろな実験状況を変え

て検証 している｡ その後Reynolds(ll)MeehlとMacCorqudale(8)とは無報酬期

間に既に顕在的な学習が起 り,報酬導入による急激な錯誤の減少は認めなかっ

たとしている｡ところが,無報酬期間の錯誤曲線の減少 は,Tolman(61)らの,更

にBldgett(1)自身の実験結果においてさえも認められる｡ これは実験事態で

将来GoalとなるべきEnd-tbXに実験ねずみが到達 した時実験者によって迷路

から頼 り出され,もとの慣れたHbme･cageに帰されること自体が報酬 となる故

-rJ莞-
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ではなかろうか.この点に着目してMeehlと MacCorqudaleはEnd･tx)Ⅹに達

しても頼 りあげず,食物のない迷路に30分間放置し,上述の様な報酬を避けた

のにもかかわらず袋路に入る数が減少している結果となっている(7)｡又大山氏

は無報酬期間にすでに顕在的な学習が起 り,報酬導 入 に よ る急 激 な Error

reductionが認められないとし,これを目標定位と誘因の効果の間の関連性か

ら考えている(10)0

ここに於て,Bldgett型潜在学習に関して無報酬期間に於ける潜在学習の存

否を検証し.その過程に於ける学習曲線を検 討 し. Reymold'S(ll), Meehlと

MacCorqu血 le(7)の指摘した如 く無報酬期間においてその錯誤曲線の低下が認

められるか,潜在学習が現われるかについて検証 した｡次に潜在学習が存在す

るとするならば.その原因は何であるかを, ｢将来 Goal となるべきEnd･box

と,そこ転到達 し慣れた Homeヾageに帰されること自体が何らかの報酬とな

っているのではないかと仮定し,この連繋を弱める事乃至中断する事によって

Home･cageの報酬としての作用が弱められ,無報酬期間に於ける錯誤の減少

が少くな り,時間の短縮が少くなるのではないか｣としたのである｡以上の如

き目的の下に以下の実験を展開.した｡

実験 I

Bldgett型潜在学習の追試検討 と報酬導入後の学習成立過程の考察 と潜在学

習の存否の検証である｡

方法

被験動物 生後90日-100 日の

albino-rat2群,実験群5匹 (M2,

F3),統制群5匹 (M3,F2,)

実験装置 Bldgettの迷路使用

(Fig,1)

手続 実験群は 6日間迷路内で

無報酬で,実験 終 了2時 間 後

Pane-Cageで餌を与え,統制群

エ■Y

6 ∫

Fig.1.Six-tmitalleyT-maze.

From H･C.Blodget1.
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ほ初日から報酬を前頁のGで与え
.
実験終了後Homecageで直ち

Home-cageでの餌は各albino-ratに対して,′｣､麦5g,クロ-バ1g,

干0･5g,水十分与え,1日3試行とし,出発点 (S)で30秒後閑放し.

10分limitで尚Goalの位置に達しないものはGoalの位置にゆかせて

除いた.そしてHunger-driveで動機付けLGoalで飯2粒与えた｡

括黒と考察

1. 時間的経過

Table1Numberoftimesinboth groups

ヽヽ
▲｢■Jq′(7L.辛)?)<./i

り●
lヽ
■

＼†
'

-Goのt年
--
EAp･+
JRrwdJ･d

ウ 8▼ル ルJZJgfdJ

D 色事 3

Fig･2･Numberoftimesinチewarded
andnonTeWardedtrialsinmaze

learning.

(1),TableI

酬期間 (1日-6

絹があった｡

(2),このこと

ratが将来Goal

を知って

実験者がそこに至

の Goalとみなし

より取除きHome

に帰されることが

謹※統制群 一要因 となつ
の第 1日日

聖霊望慧甲 巣による短縮 で
が実験群に ノト1

誓書讐志望 か ｡

第 1試行は ,,.,
買姦gFtJ差 (3)･報酬導入
がないが
きI13義盲 験 (1試行目は
に於ける強
化の結果と つてはじめて
しての時間
的ずれによ かる)と第 6日

均時間との間に

ルで有意｡ (F

下何れもF検定｡)

(4)又同じく統制群の第1日目の2,3試行 との間には5%Vベルで.
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こ<,/p･r 所謂 Performance(3)があり,潜在学習がみとめられた｡'弓

2. 各迷路の錯誤数

蕊:'sllyj.:

Table2Nt)mberoferrorsinbothgrour･S

Groupl蓋 .ill617(8

E
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･G

C
0∩I
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Fig.3.Numberoferrorsi一lreVVrarded
alldI-0nreWardedtrialsmazelearI-jng

各迷路錯誤数は 両 群 と も

Table2.3の如くで,

(1)実験群の報酬導入の第 7日

目と第 6日目との間に 1%レベ

ルで有意｡

⑧実験群第7日目2,3試行 と統

制群第 1日日2,3試行との間に5

%レベ/レで有意｡

⑧実験群第1日目の将来 Goal

となるべき位置に至る迄の錯誤

数は95回,第6日日59回で既に

Error･reductionが見られるが

これは時間的考察でした如くそ

こに至ることと,Home-cageと

の連関との報酬と考えられ,そ

の要因分析のため実験 廿が計画

された｡

以上実験 Ⅰでは時間的にも錯

誤減少の面に於ても潜在学習が

認められたが,同時に短縮,描

少の結果とな り,将来 Goalと

なるべき位置に到達すると実験者によって帰されることが報酬の意味を持つも

のではなかろ うか と一応考えられるもするが,Meeh･lMacCorquodale(7)の迷

路内の不定位置より坂除き,手懸 りを避けても Error-reductionがあった｡一

方 Tolman とHoruikの17日間無報酬期間中10日以後は Error-reduetionがみ

られなかったので'より精密な実験実施がなされない限 り断言出来ない｡

-76-
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実験止

実験 Ⅱにおいては,無報酬期間における Error-reduction(i,7,8,ll,16) の妻壁

分析の為 ｢albino-ratが将来qoalと仮定される位置に達すると,実験者によっrL

て迷路から坂 り出されて慣れている ffome-cageに帰されること自体が報酬の

一要因ともなって,無報酬期間においても錯誤曲線,時間曲線の低下がある.

｣とい う仮説を立て ,ゝ実験群に対しては将来 Goalと仮定されている位置

とnome-Cageの間の連繋の意味を弱めようとして, delay-boxとそれによる｡

detention-timeの要因を導入しその日の実験終了迄Homeでageに帰さない条件

で潜在学習成立過程を考察しようとした｡

方法

被験動物 _生後獣)日の albiW rat,実験群,統制群ともF5,M5の計20匹を

使用｡

装置 実験 Ⅰと同様｡

手続 各 albino-ratは hunger-driveで動機付けをなし,両群とも1日3試

行で各試行間隔は約30分とした｡実験群は各試行において将来 Goalとなるべ

き位置に到達すると取上げ,各試行毎に40W電球の2m下方の,そして2nl離れ

ている delay-boyに30分間放置 して次の試行をなさしめ,Home-cageには3試

行終了後30分間delay-boxにとどめられて後はじめて帰され,6日間迷路内では

無報酬で7日目以後は Goalで報酬を与えた｡以下の手続は統制群と同様で あ

る. 統制群は初日から Goal-boxで報酬を与え各試行毎に Home-cageに帰し

た｡そして統制群は1日全試行終了後 nome-cageに帰された時直ちに餌を与

えた｡餌は実験 Iと同様に与えた｡Delay-boxは杉製の縦,横,高 さ (12×13

×11cm)で上方は金網をつけたものである｡ 尚迷路内におかれる時間 は 10分

limitとし,この時間を超過しても未だ Goalの位置に到達しないものは強制
アルフアーー

試行をなして行かせて板上げ,これを操作上 (α)の記号であらわした｡ 従っ

て時間的には (a)は ｢10分+α｣ を意味 し,錯誤数においては10分間に出現

した ｢錯誤数十a｣を意味する. 出発点となったS迷路においてほ30秒間とど

めて出発口を開放した｡

-77-



. : -一･ l ･ ~･e ･ ./L/一･T･

一′

rJ"

･[
･･･;

J.
二

､.....
.
一､

もT,.(1､
で

ナ

･J.一
JJ

Table4Numberoftimes,whichconvert(a)
intolOmim ,inbothgrouT,S

隻
)>亀.Jト

Fjg.4,Numberoftimesinrewardedadn
nonrewardedtrialsinmazelearniIlg

¢)Performanceがみられた｡

しい1;･.,-/i.7..

一

｢

十
･,

I.II:･:,:
.

＼∵∵

･
･
:二

㌧

.
･
J

Table5Numberoferrorsinbothgroups
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結果と考察

1.時間的経過

(1)時間的経過はTable4の

如くで,この表の時間換算に

は若干の問題もあろうが,無

報酬期間には時間的減少がみ

られない｡

(2) (a)が87もあらわれ,

delay-boxの導入の間接的意

味かも知れない｡

(扮実験群初 日第1試行と第7

日目第 1試行間に全く有意の

差がない｡

田)実験群第7日目2,3試行と

第6日目及び第7日目1試行 と

の間に1%レベルで有意｡

(身実験群第7日目2,3試行 と

統制群第1日目2,3試行間に明

白な有意の差がある｡

2.迷路錯誤数

(1)錯誤数は (a)の際 も10

分に達するまでのもので算出

(Table5,6)

①無報酬期間余 り変化なし

(S)実験群 7日目2,3試行 と

第6日目との間に1%レベルで

者意で (α)が消失して い る

臼)統制群は第 2日目まで
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Table6Numtxrof(a)il一bothgroups
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Fig.5.NuTnberoferrursin reyrarded and

nonrewardedtrialsiI一ma2:elearning

lを計画した｡

(a)があった. .

(5)実験群 7日目2.3試行

と統制群第 1日目との間に

明.白な有意の差がある｡･

以上 delay-boxの設定に

もかかわらず錯誤数が無報

酬期間に減少した.しかし

これは (α)の多くの出現の

連関において考えねばなら

ないが, この (a)そのもの

の出現は単に Home-cage

だけから考えられ るの は

大胆であ り,delay-tx)Xの

性質が問題となりこれ以上

本実験では論 じられず実験

e

実験 1

実験 I, Fとも潜在学習の検証が出来たが,実験廿の仮説設定の結果 (a)が

生じ,十分偵説を検証することが出来なかったので (α)の究明と, より精密な

仮説検証をなし学習成立過程を考察しようとして実験 1を施行した｡

方法

被験動物 生後70日の albino-ratで実験群,統制群 ともM2,F3の計10匹

使用｡

装置 実験 Ⅰ,∬と同じ｡

手続 1日1試行で一切の強制試行は (α)の究明の為排除し,迷路内の学習時

間性必ずRatが将来Goalとなるべき位置に達するまでのSponta.leOuS-running

とし,あとの実験手続,実験器具,実験場面,飼育状況は実験 Ⅰと同方法で施

行 した｡

･-79-
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結果と考察

1.時間的経過

Table7Numberofaveragetimesinbothgroups
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0)時間 的 経 過 は

Tatile7の 示す如く

で,所謂 (α)のない

経過を理解 し得た｡

(2)実験群初 日と第

7日 日迄の間には有

意の短縮がない｡

(S)第8日目と第7日

JI /2/)′+ /{ 目 (報酬導入第 1日

､ Fig.6.Numberoftimesi!lrewardedand
nonrewardedtrialsinmazelearning

目とは言え GOalの

位置が1日1試行の為

Goalに達するまで Ratは Goalの位置を確認 しないわけであるか ら無報酬 と

閉価値)間には1%以下の レベルで有意｡

㈱統制群第1日日第2日目の間に有意の差がない｡

(5)実験群第7日目と統制群第1日目の間には有意の差がない｡

(6)実験群第8日目と統制群第2日目の間には1%以下のレベ)I,で有意｡

の Performanceがみられた｡

2.錯誤数

u)実験 Iでは(a)のない無報酬期間の経過 と,Goalと Home-cageとの中断

結果がみ られた｡

(2)実験群初 日と第7日目の間 Error-reductionがない｡

㊥実験群第8日目と第7日目の間には1%レベルで有意｡第9日目とは 2%レベ
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(4)統制群第 1月'■■

目と第2日目との～

間には有意の差が .

ない｡

CS)実験群第7日

目と統制群第 1･日

日との間には有意､

∫

の差がない｡

(6)実験群第8日

目と統制群第2日

目との間には1%

" ′′〝 〟 ′′〝 以下のレベルで有

PAJ′j

Fig.7.NllmberoferrorsiIIrewardedand
nonrewardedtria)らinmazeleamillg

意｡

∽実験群第9日

目と統制群第3日目との間にも1%以下のレベルで有意｡

しかし仮説の結論はこれだけの数匹では少く,生理的条件,delay-boxのも

つ意味の検証,迷路への馴れ,袋路の意味の究明,系列効果,空間定位等の残

余の問題があるので,仮説究明の断定は不十分である｡

この様に以上の様な潜在学習の各条件を考える時,もはや潜在学習の存否が

問題ではなくむしろ潜在学習の条件を明細化するために,特殊な実験変数が探

究されるべきであろう(13). SewardはS-R理論によってある程度 まで説明

される様になっているが(12),上述の実験結果の示す如くS-S理論のい う潜

在学習の否定とはなっていない様である｡

輸括

以上要するに三つの実験において多少の実験手続の不備もあろうが.一応次

の様なことが言われるだろう｡

実験 Ⅰにおいては,Bldgetteffectを追試的検討し,Reynolds,Meehlと
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Ma血 q岨 eの1951年の検証結果を補正するものではなかった. しかし報

酬導入によって急激な時間及び錯誤の減少となり潜在学習の存在を認めた｡実

験 Ⅰでは将来 Goalとなるべき位置 とHome-age二との直接的連繋を弱め乃革

は中断させる意味で.delay･boxによるdetention-timeの恥 torを導入した.

その結果 (a)の続出が見られたが,時間的には HoIT℃･Cageが報酬として の意

味を有 していたことを間接的に示した｡しかし錯誤の減少低下の概念からは十

分仮説は裏付けられなかったが,報酬導入によって顕著な錯誤減少と(a)の消

滅がみられたことは,迷路内での無報酬期間に於て潜在学習が Home･cageと

は大なるかかわ りもなく尚かつ生じていたことである｡実験 Iにおいては実験

Ⅰの･α)の究明のため強制試行の排除で迷路内学習をなさしめ,より精密な結

果を得ようと_したのであるが,実験群において無報酬期間における時間的短縮

と錯誤数減少を示さず,報酬導入によって急激な短縮減少となり潜在学習がみ

られた｡

この意味で実験 Iの不十分な仮説の説明がなされ,この結果からHome-qlge

が Goalとのかかわりあいにおいて報酬としての意味を持っていた こ とが 一

応考えられたし,そして報酬導入前の時間的経過,錯誤数については強化の原

理からも十分考え得られることを暗示 している. 即ち仮説設定のdelay-boxの

意味が実験 丑でなされたのであるが,このことが delay-hⅨ に対するnul1の

IR(reactiveinhibit]'01)の結果によるものであるかも知れ ず.よ り不 快 な

delay一也Ⅸ を設定しての仮説吟味の検証 した実験結果 (実験IY)があるがここ

では省略することにする｡

要するに以上の実験手続の結果の示す如く.もはや潜在学習の存否の問題よ

りも条件の明細化にするための特殊な実験変数の探究が課題として堤起されて

来る様をこ思われる.
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